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関係は、「ニクソン・ドクトリン」適用の好事例であっ たといえる。  
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※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  
































民流出は、1978 年から 79 年にかけてのベトナムのカンボジア侵攻、そしてそれを受けた中国のベトナム侵攻


















※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  


































※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等  
を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
※ ホームページ等で公表します。（様式３） 









④立教大学法学研究科の「法学政治学総合演習」（ 2014 年 10 月 7 日）における報告「イン
ドシナ難民問題に対するアメリカの多角的外交  1975-1980」。  
 
